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話 題  T  O  P  I  C  S

栗田チーム長博士号取得 
　受託研究事業部・強度評価研究部の強度チーム

長の栗田が、住友金属工業(株)在職中に実施した

自動車用ホイールの疲労強度向上に関する研究成

果をとりまとめ、東京大学工学部より博士号を受

与されました（写真1）。 

　自動車用ホイールでは、環境への配慮から軽量

化が重要な課題となっています。一方、ホイールは

疲労信頼性が要求される重要保安部品でもあるた

め、軽量化のためには疲労強度の向上が必要です。

　ホイールには、ハット部（平滑部）、風孔部（打

抜切欠き部）、リム・ディスク溶接部など疲労強度

上の着目部位が複数存在します。そこで高疲労強

度ホイール用鋼板を開発するに当たり、ミクロの

レベル（写真２）からマクロなレベルまでの疲労

破壊のプロセスを把握し、疲労強度の影響因子を

明らかにし、材料開発の指針を確立しました（図1）。 

　栗田は、高疲労強度材料の開発や実部品の疲労

強度評価分野で長年、研究と実績を積み重ねて来

ました。今後も、疲労に関する諸問題に対し、その

専門と経験を生かしてお手伝いさせていただきた

いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

受託研究事業部　強度評価研究部　田中健一　TEL : 06-6489-5779　FAX : 06-6489-5799

日中の陽射しも和らいで、ようやく秋本番。 
大自然の豊かさを教えてくれる実りの季節の到来です。 

 

信頼性評価技術サービス業務を 
開始しました。 

写真１●自動車ホイールの疲労試験機と本人 

　住友金属工業(株)エレクトロニクス技術研
究所で培われた技術を基に、この度、受託研
究事業部内に信頼性評価技術プロジェクトチ
ームが発足いたしました。 
　業務内容は、主に電子部品、電子材料等の
加速・寿命試験や電気的な信頼性試験などで、
表に示すような内容例でお手伝いさせていた

だくことになりました。 
　また、寿命試験終了後、劣化・変質した試
料の断面観察、表面観察、界面組成などの分
析、並びに最新鋭装置、豊富な経験を積んだ
技術での解析などについてもご要望に応じま
す。ぜひお役に立ちたいと願っておりますの
で、お気軽にご相談、お問合せください。 
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写真２●マルテンサイト（Ｍ）間の 
　フェライト（黒色部）に発生した 
　すべり帯（sb）（SEM観察） 

図1●高疲労強度ホイール用鋼板開発のための研究内容 
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図１●熱衝撃試験の抵抗値変化例 
　　　（スルーホールチェン） 
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計測検査システム事業部　営業室　木村彰夫 

TEL：06-6414-2268　FAX：06-6411-7694
E-mail：kimura-a@Smt-iisd.com

 
 
　弊社の本社、並びに受託研究事業部、関西
事業部が位置する尼崎地区は、関西新空港と
神戸を結ぶ阪神高速道路湾岸線と名神高速道
路の間に位置し、すぐ近くを国道２号線や43
号線が走る、関西一円へアクセスしやすい場
所にあります。 
　その昔、多くの漁民が住んでいたところか
ら鎌倉時代に「海人崎（あまがさき）」と呼
ばれたのが始まりと伝えられる尼崎は、戦国
時代や江戸時代には京都、大坂から西国に至
る中国街道の要衝として、また大坂の西の固
めとして、海と川を巧みに利用して設計され
た、四層の天守閣をもつ美しい尼崎城があっ
たそうです。その尼崎地区に今回紹介します
「計測検査システム事業部」があります。 
 
 
 
　住金制御エンジニアリング株式会社（スミ
セック）計測検査事業部の営業権を継承し、
2000年７月１日付けで弊社の「計測検査シ
ステム事業部」として新たにスタートしたの
が当事業部です。主な事業としては、光や音、
電磁波を応用した計測・検査システムを開発・
設計・販売しています。 

　スミセック時代から「高速で高度な画像解
析・処理技術」や「新しいＮＤＩ技術」を核
に「鉄鋼製品の品質検査、電子部品の欠陥検
査や食品・医薬品の包装検査」といった分野
で事業展開を行っており、画像検査装置や
NDI検査設備にとどまらず、前後の搬送系設
備も含めたトータルシステムを提供できる「計
測・検査の総合エンジニアリング」として、
国内外で実績をあげ、独自の地位を築いてい
ます。 

　今後、これら蓄積された技術と実績に加え
「よりコストパフォーマンスに優れた先端技
術で、より使いやすい計測・検査システムの
ソリューションを提供する」事業部として、
一層の努力をしていく所存ですので、今後と
もより一層のお引き立てをよろしくお願い申
し上げます。尚、商品等のご紹介は弊社ホー
ムページでもご覧いただけますが、お気軽に
お問合せ、ご相談ください。写真●尼崎城跡公園に復興された模擬石垣や堀 
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